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図1･1スピン当たりの羊ネルギーの時間変化
蓋 善
図2.スピンパターンの時間発展.
3.まとめ
カオスニューロンによる複雑系の自己組織化モデルとしてのスピン系のダイナミックスを調べた.
初期状態の強磁性的スピン配列から安定な反強磁性状態へと自己組織化していく過程における1ス
ピン当たりのエネルギーおよび磁化の時間変化を計算した.また､エネルギーに対する磁場の効果
も調べた.この系は決定論に従いながら確率論的振る舞いを示し､与えられた初期状態から安定な
スピン状態へと自己組織化していくことがわかった.
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